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  国際スポーツイベントの交通計画 
 

国際スポーツイベントの中でも、オリンピックとサッカーワールドカップは、世界２大スポーツイベ

ントと言われており、その規模が他のスポーツイベントに比較して格段に大きく、招致段階から綿密な

開催計画が必要となります。その開催計画の重要な柱のひとつが交通計画です。 

◆オリンピック関連交通計画（我が国トップの実績） 

我が国におけるオリンピック開催は、東京（1964年）、札幌（1972年）、長野（1998年）の

３度ですが、東京と札幌オリンピックは３０年以上も前のことであり、近年において開催されたのは

長野オリンピックのみです。 

弊社は、長長長野野野オオオリリリンンンピピピッッッククク交交交通通通計計計画画画を招致活動段階から約10年間にわたり実施しました。また、

２００８年のオリンピックについては、国内候補地選考に向けての横横横浜浜浜市市市オオオリリリンンンピピピッッッククク輸輸輸送送送計計計画画画策

定を行いました。残念ながら、大阪市に敗れてしまいましたが、その後、競争都市であった大阪市よ

り、弊社の業務実績を評価頂き、大大大阪阪阪オオオリリリンンンピピピッッックククＩＩＩＴＴＴＳＳＳ導導導入入入計計計画画画を立案しました。 

◆サッカーワールドカップ決勝戦（我が国唯一の実績） 

2002年ＦＩＦＡワールドカップ日韓共催では、国内１０会場で試合が行われました。弊社は、横

浜市（横浜国際競技場）開催について、招致段階から実施段階までの交通計画を策定しました。横浜

市は決勝戦会場となりましたが、他の試合と異なり、規模が大きいばかりでなく、多くのＶＩＰが観

戦に訪れることとなり、交通需給の検討だけでなく、セキュリティ面からの対策が求められました。 

 

１ 長野オリンピック交通計画 
 

オリンピック交通計画の特徴は、①招致段階、実施計画段階、実施中の管理・事前事後調査と非常

に期間が長いこと、②同一地域の複数の競技場で試合が同時に実施されるため面的交通計画が必要な

こと、③関係機関が共通認識を常に有すること、④招致段階では他都市よりも優位な面が必要なこと

です。弊社では、平成元年度から平成10年度まで交通計画策定（交通需要予測、交通規制計画、Ｐ

＆ＢＲ等）に取り組み、プレオリンピックでの検証、さらに、大会開催期間中においては、天候によ

り日程や会場が変更となることから、毎日、翌日以降

の最新の交通状況予測を行いました。 

●長野オリンピック関連業務の受注年表 

年度 業務名称（略称） 発注者 

1989 冬季オリンピック競技大会輸送基本計
画 

長野市 

1991 冬季オリンピック競技大会輸送計画 長野県 

1992 冬季競技大会受入対策基本調査 長野市 

1994 冬季オリンピック競技大会輸送計画 組織委員会 

1995 オリンピック関係資料作成 長野国道 

1996 オリンピック関係資料作成 長野国道 

1996 オリンピック関連交通運用検討 日本道路公団 

1996 オリンピック関連渋滞対策検討 日本道路公団 

1996 長野地域交通量推計 長野県 

1997 オリンピック関連交通実態調査 日本道路公団 

1997 オリンピック交通渋滞対策 長野県 

1997 オリンピック関連道路網整備効果検討 長野国道 

1998 オリンピック道路整備効果検討 長野国道 

※オリンピック開催は1997年度 
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２ 横浜オリンピック招致関連業務の紹介 
 

横浜オリンピックの交通

計画を受託し検討しました。

既存施設、既存交通インフ

ラを活用する広域開催をコ

ンセプトに、選手・役員・

大会関係者及び観客の輸送

計画を検討しました。 

 

３ 大阪オリンピック招致関連業務の紹介 
 

財団法人大阪市都市工学情報センターの

委託を受け、大阪市における長期的なＩＴ

Ｓ整備の構想と、2008大阪オリンピック

におけるＩＴＳ導入計画を策定しました。

なお、検討に際し、大阪オリンピックＩＴ

Ｓ研究準備会、大阪ＩＴＳ構想推進研究会

が設立されました。 

 

 

 

 

４ 2002 サッカーワールドカップ“横浜”交通計画 
 

横浜国際総合競技場は、大会期間中の

ピーク日で20万人の来客が見込まれ、

会場周辺の道路、公共交通機関において

大混雑が予測されました。この横浜会場

において、選手・役員・観客の円滑な輸

送とセキュリティ対策を両立させるよう

に、Ｐ＆Ｒ（シャトルバス・鉄道）方式

を中心とした交通輸送計画（各種車両誘

導計画、歩行者誘導計画、交通規制計画、

駐車場計画、場内動線計画）を策定しま

した。 

 

 

５ その他のイベント等の交通計画実績 
・横浜博覧会交通対策／全国都市緑化かながわフェア交通対策／世界イベント村交通計画 
・中央自動車道集中工事交通対策／箱崎改良工事に伴う交通影響検討 
・青梅総合公園交通計画／春野総合運動公園基本計画 


